
 

 

 

 

 

保育スタッフのマッキーこと小井土恵です。本名が一文字も入っていないニックネーム で

すが、旧姓が牧野です。短大卒業後に、東京の児童養護施設（T 学園）で働いていました。 そ

こで子どもたちに呼ばれていて、思い入れがあるので、今はぴっぴの皆に「マッキー」と 呼ん

でもらい、嬉しいです。 児童養護施設ってどんな所か、どんなふうに子どもたちが暮らしてい

るのか、なかなか馴 染みがないですよね。ここで少し、養護施設のことを書いてみたいと思い

ます。 

 

児童養護施 設とは様々な事情により、家庭で生活することが難しい子どもたちが暮らして

いる施設で す。学生時代に、家庭から離れて生活する子どもたちを支援したい思いで就職し

ました。そう思うようになったきっかけは、短大の時に児童養護施設でボランティアをしてい

たことです。施設の子どもたちは大人を独占する時間がとても少ないため、個別担当ボランテ

ィアという特定の子どもの担当になり、一対一の時間を過ごすというものでした。そこで出会

った小学五年生のМくん。施設を訪れるのは、一、二週間に一回程でしたが、行くといつもと

ても嬉しそうに甘えてくれました。家庭から離れて施設で暮らす子どもたちが、いかに大人を 

必要としているかを実感し、そんな子どもたちの抱える気持ちを受けとめていきたい！と強い

思いを持ち施設で働き始めました。しかし、当時の私は両親のいる家庭でごく普通に生活し、

家事もほとんど母任せで、もちろん子育ての経験もなく、何もできない人間でした。 施設で暮

らす子どもたちの気持ちを簡単に理解できるわけでなく、受けとめるのも容易なことではあり

ませんでした。 今から二十年前になりますが、当時 T 学園は、二～六歳の幼児が生活する幼

児寮が一つ、小学生から高校生が生活する学童寮三つがありました。一つのフロアにキッチン、

トイレ、 お風呂、リビング、子どもたちの個室という作りでした。より家庭的な生活をと、キ

ッチンで職員が食事を作り、買い物なども行っていました。子ども九人に対して大人は三人。

といっても交代勤務なので、常時いる大人は一人～二人です。家庭から離れ、大人を信頼でき

ず、でも自分を見て欲しい、受けとめて欲しいという子どもたちです。大人の手が足りず、勤

務時間が終わっても残っているのが常でした。 

 

色々な子どもたちとの出会いがありました。何かのきっかけでパニックになると止まらず泣

き叫ぶ子…。些細なことがきっかけで口を聞いてもらえなくなった子…。生活が荒れて 自分

の部屋に大人を入れようとしない子…。様々な事情で家庭を離れている子どもたちは、自分の

行動がどこまで許されるのか、この人はどこまで受け入れてくれるのかと試し行動をすること

が多くありました。感情のコントロールが難しくなり、ずっと泣いて暴れること …不安から、

夜泣き叫ぶこと…嘘をついてしまうこと…怒りをものにぶつけること…。日々の子どもたちの

様々な言葉や行動、受けとめるのがとてもしんどかったです。 
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